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1 題材名ともに考え続けよう(自由とは?)

2 考える価値内容自己/世界

3 題材について

(1)本題材にかかわる子どもたちの履歴一「死ぬこととは?」から「自由とは?」 i'、^

9月中句頃からの子どもたちの学びの履歴については,評価部会の4ページ目に掲載したのでご覧頂

きたい。 2学期の後半は,「生物的に生きているのに,死んでいることはあり得るのか」が話題にな0

た。この問いについては,折賄冬的に共通了色皐はせずに,学期末に意見文を書いてまとめた。そして,2

学期最終日に,3学馴の「てつがく」で老えたいことのアンケートをと0たところ,器名/28名が,「生

きることとは?」について汚えたいとのことだうた。その上で,3学抑赦台めに,話し合いを行ったところ,

「生きるとは何かでは,苦える視点が多すぎて難しい。それよりも,これから中学佼や高校で,校則な

ど様々な脚絲勺を受けて生活していく自分たちにとって,園由とは何かというテーマで青えた方が,自分

たちの暮らしに役に立つと'惑う」という,やや声の大きな発言に対して贅同する声が広がった。最終的

には,器名/26名(2名欠席)という大逆転が起きた。自分の老えを素直に変えられるよさと捉える

のか,それとも,やや大きな声の発言者から自由になれない学級なのか,若え熔ねる場面でもあった。

(2)子どもたちが「冑由とは?」で考えてみたいと思っていることとは・・

経緯はさておき,子どもたちはどのようなことを学びたいとぢぇたのであろうか。比較的多い考え方

は次のようなものである。「誰か(何か)から,縛られていないと感じられるくらいの制限のもとに生

きていること」,「全く何者から、制約されない由生というのは,存在するかのしれないが,それには巡

りあえないだろう」,「世界の人々は,何かしら,国の決まりがあるから,完全な「自由」で生きている

人はいない」,坪制度や法餐群士,絢由を奪うものである。それと共に,自分を守るものであったりする。

例は,殺人である。人を殺めてはいけないという法律のおかげで,人を殺せないが,自分も殺される確

率が減るということである」などが挙がっていた。特1敷的なことは,禽由というものを,柳那艮があるこ

とを宙明のこととして捉えており,そのことに対して特に異論もないということである。つまり,フリー

ダムとしての自由のイメージをもっている子どもが多いのである。りバティとしての内由,つまり,不

自由な状態からの喪由のような発想にも出合うように,題材をデザインしていきたい。

4 学習指導計画(6時間目/全10時間)

(1時間)(1)「月由とは,どんなことだろう?」という問いについて,自分の芳えをノートに書K。

(3時H鋤(2)噛由」に関する本を探Lて読み,自由の老え方を広げる。

(3時問)(3)「自由とは,どノνなことだろう?」という問いについて,話L合いを通して考えを深める

( 3 f寺間)(4)「自住U について,意見文を忠き,内己評価をする

5 本時について

(1)本時のねらい

・自由とは何かについて,自分と他者の吉え方で似ていることを見つけよう。

(2)予想される本時の展開

「てつがく」学習指導案
(金) 1階多畏的室 10 00~10 40 話し合い 10

授業者

5 5 ~ 1 1

岡田泰孝

45
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0課題を確認tる

1自由とは何か」

0話し合う。現代の生活では,到底感じることがない,「白由のイメー

ジ」について言舌し合えるようにする。

口授業後の話し合いで話題にしたいこと

・「自由とは何か」という問いについて,

できたのか,子・どもたちの学ぶ姿から,

主な学習活動と子どもの姿

について

0前時のふり返りを討'み返す

凶分と他者の芳え方で似ていることを見つけよう

自分と他者の芳え方の相述点や共通点を探ろうとすることが

話し合いを深めたい。

点

138

0自由を多而的に捉えること

ができるようにする。
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